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1  は じめに   

1、ヤップ島は百数余の村で成り立ち、各村はタビナウとょばれる  
屋敷で構成きれている。ここでは、土地が主体であって、屋敷には  
職能と特権が付随しており、ひとは屋敷を代表する年長者（マタム）  
になることで、その屋敷に付与されている機能を継承する。ヤッ7  
島民の表現に従うと、土地を保有Lている「男」が、その「土地の  
声（ルグン）」を「話す」のである。村の上位の機能にあるものを  
ビルンというが、これは「多く（ビ）の声（ルン）」の意で、ひと  
は土地（屋敷）の「声（ルグン）」を「話す」ことで、命令（ルグ  
ン）を出す。つまり、ビルンは屋敷の「声」に基擾づけられた権限  
に上って、ひとを動かすことができる。  
2、村は、二つないしそれ以上の区に別れ、各区の最上位の屋敷の  

家長が区長（ビルン）として、その区内の土地とひとを統制し、責  
任（スオン）を持つ。彼はその星敷の「声」が及ぷ範囲の土地とひ  
とを代表して「話す」。このビルンは屋敷内の「父」の立場と類比  
され、ひとはビルンが統制し責任（スオン）を持っている土地に住  
み、生活する。ここに居住するものは彼を「自分のビルン」とか「  
土地のピルン」とょび、彼に様々なことを相談し、その統制のもと  
に生活する。逆に困った事態、例えば家族の者が不始末をしでかし  
て「謝罪」に行かなければならないなどの事態が生じた場合には、  
「土地のビルン」が心配し、庇護してくれる。他方、ビルンの「声」  
に従わない者、慣例違反を繰り返す者は、その土地は没収さ九、追  
放される。   

く事例1、土地からの追放＞   
ファニフ管区ウラン村。マガプチヤンは村のk区のビルン。祖父  

がまだ生きていた時代にバロイの家でワイルという出産を祝う儀礼  
的交換が行われ、このときノヾロイの妻の父が石貨を持ってきた。こ  
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の石貨はバロイ家の「土地のビルン」に当たるマガプチャンの祖父  
に分西己された。   
その後、戟後数年経た頃、マガプチ↑ンは友人のワースと一緒に  

男子小屋を遣り、手伝いに来たギリフ ィス村の人に、この石貨を謝  
礼として与えた。これを見たバロイは、マガプチ十ンが私の石貨を  
盗んだ、と裁判所に訴えた。判事は、この件は村で解決しなさい、  
と通達Lてきた。そこで管区長のいるギリフ ィス村の男子小屋で管  
区の老人連が集まってプ7・シン（話を解くの意、村の裁判）が開  
かれた。その結果、ノヾ1ロイの主張は受け入れられなかった。そこで  
ノヾロイは親族関係者を集めて、この石貨を自分の屋敷に運んでしま  
った。マガプチヤンは町の裁判所に出向き、「朝起きたら石貨がな  
い。ノヾロイの屋敷にある」と訴えた。バロイは裁判所に召喚され、  
返却命令を受けて、しぶしぶ石貨を返した。   

その後、バロイの母の父が死亡した時、マガプチサンも頼族関係  
にあるので、葬式に出かけた。その席で、酒に酔ったバロイはマガ  
プチヤンを足蹴にしょうとした。マガプチヤンはその場では黙って  
いた。村に帰った翌朝、バロイの屋敷に出向き、  
「貴方は私にいろいろなことばかりしている。村から出て行きなさ   
い。子供たちは残ってょい。あなたは出ていきなさい」  

と追い出Lた。こ九はマガプチ十ンが「土地のビルン」、つまリバ  
ロイの屋敷の土地の統制者としての権限を行使したのである。   
バロイはその後、マープ島の母の村に住んでいた。7～8年を経  

た一昨年［1973年］、一緒に居たNがその村から追放された。その  
とばつちりでバロイも殴られて、死にそうになった。そこでバロイ  
の親類の者が、マガプチ十ンの処に石貨1個と貝貨2枚を持参して、  
「バロイが死んだら遺体を持って行く処がない。どうか許Lて下き  
い」と謝罪（ブユル）に来た。そこで謝罪の財貨を受け取って、許  
した。しかし、バロイはきまりが悪いのか、傷が癒えた後も、いま  
だに村に帰って来ていない［1g74年］。   

3、ヤップ社会を貫いている原理は格付けである。各村は六つの位  
階（サール＝階段の意）のいずれかに位置づけられる。かつては村  
の位階は、戦争その他の事情で流動したが、ドイツ統制時代に固定  
された。上位三位の村はビルンないしアロウとよばれ、下位三位の  
村はビミリ ンガイないし ミリンガイと上ば九る下層民である。アロ  
ウ層と下層民とを区別するのは土地保有の有簸で、下層民の村に上  
層の村の特定の畳熱が統制権を保持し（スオン）、さらに下層民の  
村の土地とひとはタアイ（不浄）である。下層民の村に責任（スオ  
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ン）または「声」が  

及ぷ屋敷は、彼らを  

庇護し、その生活に  
責任を持つ。これに  

対して下層民はスオ  
ン（統制者）の命令  

を受けて、種々の雑  

用を行う。統制者が  

「親」で、下層民は  

「子供」と見なされ  
ている。  

4、ヤップの村は、  

地理的位置に関わり  
なく、二つの対立す  
る連盟（バーン＝ 側）  

に編入される。バー  
ン・ピルン連盟とバ  
ーン・バゲル連盟で  
ある。バーン・1ビル  

ン連盟の一位の村は  
プルチェ、バーン・  

バゲノレ連盟の一位の  
村はウルンとょばれ、  

各々の連盟で統制権  
を持つ。  
5、さらにヤップ全  

村は、伝統的に八つ  ヤ・yプ■  

の管区（ヌグ＝網）に構成され、各管区の一位の村（ウルンないし  

プルチェの村）の村長が統括する。   
現在のフ7ニフ管区は、伝統的なギリ フ ィ ス村を頂点とする  メ

ク
［
 
 

ヌ
 
た
 
 

と一致する。このヌグはほぼ以下のような変遷を経て形成さ  れ
 
 次貢の地図と園を参照］。   

かつて、二の地区にはウラン村、ルヌー村およぴガリゲイ村（今  
4位でト ミル管区に閑人）が、ウルンの村として威勢を誇り、ブル  
チェのギリ フ ィ ス村は新興の勢力であった。ウラン村は家来（チヨ  
ンバ）のグロン村（3位）を従え、アリ レブ神の斎場を持つモロワ  
イ村（4位）を統制し、さらに下層民の夕べラン村（6位）のスオ  
ンであった。ギリフ ィス村は家来のイーン村（3位）と下層民のブ  
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ヌク ス ック村（6位）を傘下に従えるだけの村であったが、近隣の  
ルヌー村に侵略し、村の土地の半分と海を収奪し、ルヌー村の下層  
民7イレナュ村（5位）とウルー村（5位）を傘下に治め、勢力を  
拡大した。さらにウラン村に攻め込み、敗退したが、ウルル管区の  
ルーウ イ長老家から7テリ ュウ村（2位）とルモー村（3位）を割  
差してもらい、再度ウラン村を攻略し、ウラン村は敗退し、ギリ フ  
ィ スのヌグに編入され、位階も2位に下降Lた。7テリ ュウ村には  
下層民のブルチャン村（5位）、メレニニユウ村（5位）、ヌムヌン  
村（5他）が付属しており、ルモー村にはタフギブ村（5位）が付  
随Lている。  
6、 ヤップ島では、村の自立性が強く、管区より規模の大きな匿体  
的集団は形成されなかったが、村と村、屋敷と屋敷の間に相当複雑  
な政治的同盟のネットワーク、連絡回路が張り巡らされていた。こ  
九はカナオ（道）ないしはサ丁とよばれる。サ7は紐に連ねた一連  
の品物を指す言葉で、地理的政治的に帰属を異にする村落の屋敷と  
畳敦を結び付ける一連の伝達の回路を示す。ヤップでの政治的活動  
は、口頭に上る「土地の声」の伝達で始まるが、これらの伝達、要  
請は伝統的に生成きれてきたサ丁（回路）に従って伝えられねばな  
らたい。適切な道崩で伝達き九た要請はビルンの権威を担っており、  
尊重される。だが、適切でない道で伝達された「±地の声」は虫視  
される。村のどルン層の各屋敷は、それぞ九独自のサ丁（回路）を  
他の村の屋敷との間に保持しており 、儀礼の招待、労働奉仕の要請、  
踊りの要請、喧嘩・争いの謝罪などに使用される。今日では選挙の  
票の凝りまとめにも使用きれる。  
7、これに加えて重要なことは、このサ丁（回路）に従った「土地  
の声」の伝達を公的な重みを与えるのが、ヤップ島独特の貝貨（ヤ  
ール）、石貨（フェ）などの財貨である。ここでは、伝統的な貴重  
品（財貨）はマチャーフとょばれ、7メリカ・ドルにはサルピーと  
いう言葉が当てられている。全ての社会関係、人と人の関係は財貨  
の贈与、振出、交換を通じて維持されている。「土地の声」の伝達  
は決めら九た「道」に従って行われ、良貨が土地の「声」に伴って  
届けられる。ヤップ社会においては、すべての社会関係は石貨、見  
貨などの媒介なしでは動かない。まさにマテャーフ（財貨）は、社  
会関係の原動力である。   

＜事例＞   

1988年9月1［］。民族学博物館の大森、石森両君が映像資料撮影   
の来島した際に、ルモー村に踊りを依相に行った。ル毒∵一村はギ  
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リ フ トス村を頂点とするファニフ管区の村である。ギリ フ ィ ス村   
長ケニノツは出張中であったので、その兄に当たるウラン村のマ   
ガプチヤンに交渉を依頼した。ルモー村の入口の椰子の木陰で車   
座に座って、話をした。ルモー村の年長者5～6人とマガプチ十   
ンとの話合いである。   
マガプチヤン「私と一緒に来た日本人たちは、プェルオル（女）  
逮の踊りの撮影の為に、日本から尋ねて来ました。貴方達がい  
つも町に出している踊りと同じ値段で買いますから、踊りをし  
て くれませんか」   

ルモー側を代表して、   
ガバイ「もし、お金を出すのであればできます」  
そして、他の村の人に対して、   

ガバイ「貴方達はどう考えますか」  
この時、二人の老人だけが「よろしい」と返事し、他の人ほ黙   

っていた。   
［承諾したのが二人だけであったので、後日話がもつれると掃影   

ができなくなることも考えられる］。   
ガバイ「ケニメツはどこにいますか」   
マガプチヤン「今、ニ占し＋一一ギニアに行っています」  

この時、マガプチヤンはやおらバスケットから良貨を取り出し   
て右手に掲げて、  

「シロニブメス（失礼Lます）。私が貴方達の問題を決めるので  
はない。私は貴方たちのビルンではありません。日本人が女の  
踊りの写真を撮りたいので、お願いに来たのです。もし、貴方  
たち男の踊りであるのであれば早い、女の締りは（準備が）難  
しいです」   

〔ケニノツが不在でも年長者で、ギリフィス村の位ある畳敷の保   
有者でもあるマガ7■チャンの立場からすれば、ビルンの命令とし   
て踊りを依頼することができるが、このように謙遜して話す］。   
ガバイ「貴方は貝貨を出してくれたので、やりまし上う。金曜日  
は女達は町に仕事に出ているので、半日だけ働いて、塁からは  
休む。明日仕事に行ったら、金曜［＝よ辛目だけ仕事して午後は  
休むことを事務所に申し出るように、女たちに伝えまし上う」。   

マガプチインが貝貨を出サニとによって、ビルンの「道」に乗つ  
て公的に、ルモー村のビルンたちに踊りを依籍したことになった。  
こ九でルモー村のビルン（年長の男）たちは、村長命令として女た  
ちに「ピルンの声（命令）なので踊りに来て下さい」と話すことに  
なる。このような公的な道に沿った依摘は無下に譲祝されることは  
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ない。もしも踊りをドルを支払って買うだけの依頼であれば、踊り  
に奉加する女たちの数は減っていたであろう。  
8、伝統的な慣習、過去のビルンたちの取り決めをヤレンというが  
ここでは、このヤレンに従って社会関係が働いていく。  
の招待・主催、集会の取り仕切り、謝罪の仕方、食物  
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などすべて十レンに従って執り行わないと、後で間常  
評価を受ける。今日でも、ヤップ社会は伝統的な慣習  

が
に
 
 々の紛争が解決されている。  

9、村の中で生じた慣習違反、紛争は村の中で解決される。ただし、  
泥棒、怪我人が出た喧嘩ほ警察が関与する。紛争のことをオロボツ  
という、これは糸などが絡まって解くのが難しくなった状憩を示す  
言葉である。この上うな時に村で男達がプルイ（集会）を朗いて、  
「ヤレンを捜して」、つまり伝統的な慣例と苦からの取り決めに従  
った制裁の内容や解決方法を相談する。これをプフシン（話を解く）  
という。個人に上る慣習違反［モトテ ィエル（決まり）を切って行  
った、と表現される］に対しての制裁としては、柚子の葉の茎元で  
殴る［素手では殴らない］のが一般的であるが、度重なる慣例違反  
者に対しては、本人、時に上っては家族を土地から追放する。これ  
らの制裁の内容は事情に上ってプルイ（集会）で決められていく。  
10、他方、慣習違反を起こした者が制裁を逃れる通が用意されて  
いる。これをプユル（謝罪）という。これは争いを起こして破れた  
社会関係を復啓させる道でもある。慣習連反を犯した者が親戚（ワ  
ラ ツグ）あるいは村のどルンに頼んで、相手に財貨［一般には員貨  
（ヤール）］を持参して謝罪（ブユル）に行ウて貰う。村と村の間  
の閉局である場合には伝統的な回路に従ってプユルの財貨と「土地  
の声」が伝達されていく。この回路が「ブユルの道」なのである。   

ブユル（謝罪）などの人間関係に関わる問題においては、伝統的  
な財貨が使用されなければならない。もしも、ブユル（謝罪）の時  
にアメリカ・ドルを持って行くと、「人を豚や鶏扱いした、ヤレン  
（伝統的慣習）を知らない奴だ」と殴られてもしかたがない。   
また、慣例違反が起こり、違反者に制裁を加え上うとしたら、夜  

明けに起きて、すく一に相手を捕まえて、制裁しないと、伝統的な回  
路に従ったブユルの財貨と「声」が届いて、制裁できなくなってし  
まう。裁判沙汰になってもビルンの回路（サ7）でプユルが届けら  
れると、訴訟を取り下げなければならない場合も生じる。  
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Ⅱ 紛争事例 その1  

以下に示す事例はフ7ニ7管区において、伝聞したり、観察でき  
た慣習違反、不和、その謝罪、調整に関わる資料である。主として  

6 

に 
ウラン村のマガプチ  7

の
 
 

年
村
内
 
 

8
8
ス
］
 
 

†
ギ
た
 
 

などの職能を持ち、  

を持つコ から伝聞  
る。  

トは彼の意見に従ってい  

＜事例2、無断で樹木を切る＞   
ウラン村のマガプチヤンは、タエブ家の所有者で、モロワイ村の  

土地にスオン（統制権）を持つ。そこに住んでいるウントンが承諾  
無しにクマナの木を切ってしまった。これを知ってマガプチヤンは  
怒った。そこで、ウントンと3人のお爺さんが、モロワイ村のクリ  
ュー（聖地）のガニ イニイ（世話役）であるウラン村アブルゴク家  
のギリルンの処に、ガウ（赤貝製の首飾り状の財貨）と貝貨2枚を  
持ってブユル（謝罪）に来た［サ丁・コ・タメロン］。マガプチヤ  
ンは許さなかった。そこで、モロワイ村のお爺さん達はルモー村の  
村長と相談した。ル竜∵一村の村長が、ギリフ ィス村の村長であるケ  
ニメソの処にプユルを持ってきた。マガプチサンはそれを受け取り  
許すことにした。モロワイ村→ルモー村→ギリフ ィ ス村の村長の間  
の回路［サア・コ・ビナウ］を使用したのである。この様な場合、  
一度は断るが、二度断ると、媒介した村長（ビルン）達の「道」を  
無視することなり、よくない。   

＜事例3、村内での不和とその調整＞   
ウラン村。1985年 6月のある日、魚とりの準備をしていたマガプ  

チヤンに、突然、同じ村のガラガモウ［30代の若者］が、酔っぱら  
ってやって来て、殴りかかろうとして、喧嘩になった。ガラガ∵モウ  
はギリルンとノヾロイ［何れも村の年長者でマガプチヤンとは日頃仲  
が余りよ くない］と酒を飲んで、マガブナャンの悪口を聞いて、マ  
ガプチインと口喧嘩をしたのである。   

翌日、ガラガモウの親にあたるフヌオとフヌオのワラッグ（親類）  
たちが、貝貨1牧、名前のある石貨1  
きた。また、後でガラガマウも謝罪に  

を
て
か
 
 

個
来
当
 
 

てブユル（謝罪）に  

「私の耳に塵が一杯はいって、  本
 
 

何
 
 

嘘か分からなくなった」  
「上 く、耳をほじく って、ょ く聞こえるようにして下さい」  
といったことで、マガプチヤンとガラガマウは和解した。  
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この後、三通間経て、7スオ、その規顎（ワラッグ）、マガプチ  
ャン、その子供たちを皆集めて、仲直りのフラグシンという／トさな  
集まりがなされた。フラグシンは、話（シン）をょくする（フラグ）  
という意で、ブユルの授受で和解してからしばらく経て、行うもの  
であるが、めったにはしない。ガラガモクの父にあたるフヌオが、  
マガプチ十ンとガラガマウの闇にしこりが残らない上うに心配して、  
開く ことを提案してきたのである。   

当日、始め、フヌオのワラッグのタドロンが貝貨1牧を出して、  
「シロ（失礼します）」  

次に見貨2牧をだし、  
「これはフラグシン。マガプチ十ンとガラガマウは、昔の上うに伸   
上 く して下さい」   
マガプチ十ンはこの貝貨を受けとって、1枚はマガプチヤンが取  

り、l牧はガラガ毛ウに渡して、  
「ここに集まった父たちが来てくれて、有り難う。悪く思わないで、   
これからは前のように仲良く しましょう」   
その後、子供たちを連九て、別の所でプルイ（相談）L、貝貨1  

放出して、  
「シロ、★方たちガラガモクのお父さん、ガラガマウと話す   

ょい話をして下さい。貴方たちが悪くいうと、ガラガマウ  く
 
 

き
悪
 
 

と
も
 
 
 なり ますから」   

さらに貝貨1牧出して、  
「ケニン チ1レン（紐で固く縛って置く、これが最後という意）。   
これからはしないようにして下さい。もう一度起こるともう知ら   
ない。その上うな時には、貴方たちが何とかして下きい」  

［本来ならば、この貝貨に対するお返しがある］。   
このやり取りの後、相手はど一ルと酒を出し、マガプチャンはビ  

ンロウ樹の実を提出した。  
［フラグシンは難しい。本来は、始めに一人きて、何を持ってく る  
か、貝貨は幾つ、ビールは何ケースと知らせる。これに対して、こ  
ちらもそれに合わせて準備するのが通常のやり方］。   

く事例4a、4b、他村に女を捜しに行って捕まる＞   
a、1975年。イーン村のチ イユタ［20歳位の若者］が、しばしば  

ギリ フ ィス村ギリトマンの家を娘に遠いに秘かに訪問していた。父  
は7丁ルー（男子小屋）に泊まっていた。ある夜、村の若者が見っ  
け捕まえ、男子小屋の前に連れてきて、ヤシの木に縛り付けておい  
て、明るくなって村のビルン（村長）に話した。  
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（他村の男が夜に村の中で女を捜しに来て見つかると、捕まり、死  
ぬまで殴られても仕方がない。逃げると土地などを取られる。ヤッ  
7●では男女が逢う場合は、男の村の山に女を連れていくのが通常で  
ある）。   

さて、老人連が集会所に集まってこの件を相談しているときに、  
イーン村からプユル（謝罪）の貝貨が提出されたので、村のお爺さ  
ん遠は、かわいそうだと、ティユタを村に帰した。しかし、家族の  
土地を没収することにした。   

一年ほどして、チユニクの「親」が貝貨2牧を持って、  
「私達の子供が食物のために因っている、私達が悪かった」  
と謝罪に来たので、利親を解消した。   

この男が再びギリトマンの娘のところに来て捕まった。また、土  
地を没収Lた。イーン村の村長が貝貨を持って謝罪に来た。再犯で  
もあり、ほっておく と癖になると、今度は許さないでイーン村の海  
を取った。  
［村人が海に立ち入りすることを禁止した。このように村人の慣習  

違反は村のビルンたちの監督不行届きと見なされる］。   
ニヶ月ほど経て、イーン村の村長が良貨を持参して謝りに来た。  

「私たちは蟹とかんずめしか食べていなくて、子供達が病気になっ   
た。勘弁して ください」   
そこで、イーン村の境までの海に限定して、使用を許した。   
それなのにチ イコニクがマー7■の人のポートを借りて、ギリフ ィ：ス  

村の海で亀を取っていた。一昨日［75年 8月］村の人が見つけ、つ  
かまえて、ポートを没収した。昨日、謝罪の良貨がきたので、ギリ  
フ ィス村の人はポートは遁Lた。LかL、チ イユタをイーン村から  
追い出すことに決め、この土曜日に見に行く ことにした。   

また、ギリトマンも付から追い出きれそうになった、これはギリ  
トマンの娘がルヌー村の男を度々家に入れたからである。   
土曜日に使いがチイエクが居るか居ないか見に行く。もし、まだ  

荷物があれば外に放り出す。チイエクの土地はギリフ ィス村の土地  
になるが、ギIJフ ィ ス村の人が勝手にその土地のヤシの実などを取  
ってはいけない。   

1888年。イーン村から追い出されたチユニクは、ウギリ管区のオ  
リ ラン村に行き、しばら く住んでいたが、また、そこから追い出さ  
れて、現在、ワープ島のバラウ村に住んでいる［彼の母はバラウ村  
の人］。この男の子供二人が隣村のゴリ ラン村にたびたび－ビンロウ  
樹を盗みに行った。ゴリ ラン村のお爺きん達が貝貨をもって、バラ  
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ウ村のビルン達に、  
「私達のビンロウ杓を取らたい上うに子供達に話してください、私   
達の村は小さく、もし争いになると困ります」  

と懇願に来た。  
［この上うな懇願の場合にも村と村の間の回路に従って行う。こ九  
もプユルあるいウニニグという］。   
そこで、バラウ村の村長は皆を集めて、ゴリ ラン村の貝貨の話を  

した。悪いことをしている人がいるかどうかを調べ、見つけたら追  
い出すことになも。もし、この後、同じことをしたら酷いことにな  
る。恐らく、殴られて、村から追放される制裁を受けるであろう。  

b、1984年頃、ルモー村とノレモン島の若者が、ヤップ・キャブの  
所長の新しい車を、所長の留守に借りて、ウギ■j管区に遊びにいつ  
て、飲んで、夜にスピードを出して、ウラン村のチョアイの店に来  
た。ビールを二缶だけ買って、チョアイの鳩イリ7ウを誘い出そう  
とした。イ】j了ウは黙っていた。帰りにまたスピードを出して、車  
を走らせ、マガプチ↑ン宅の曲がり角を回り切れずに、タロイモ田  
に、車ごと落ちた。始め、マガプチヤンは死んだのか、怪我をした  
のか心配し、見にいったところ、怪我人はいなかった。それで、ど  
この人か尋ねて、  
「どうして貴方たち下の他の村のものがウラン村にこんな遅くやつ  
て来たのか」  
と怒った。皆黙っていた。  
「村に車があったら、なんとかして車を、引っ張り上げて下さい」  
と願った。  
「それではウントマンの家に少し大きな幸があるので、行って話し   
て見たらどうですか」  

と、話した。そのうちに、村の若者が薫から廻って、マガプチヤン  
の処に来て、  

】j 7ウを捜しにきた若者なので、車はそのままにしておいて下  

した。そこで、マガプチ十ンは車の乗ってきたルモー村、ルモ  

の若者に、  

「下のものが、ウラン村の女を捜しにきたとは、何事だ。早く黙つ   
て帰りなさい。この前ビルン達が決めたことを知っていないのか。  
女を摸しにきた者は、捕まえて殴って、車の中に入れて、ガソリ   
ンを掛けて、火を付けて、燃やしてしまってもかまわない、と決   
めた。このことを知っているか。若い者が来る前に、早く行きな  
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さい。そう しないと何をきれるか分からない」  

「私は殺されても上い。しかし、この車は事務所の物ですから、何   

とかして下さい」  
「そんなことはどうでもょい。早〈行きなさい」  

「暗いので、松明を下さい」  

枯れた椰子の葉を与えて、  
「早く、行きなさい、早く逃げて行きなきい」  

と、追い出した。   

まもなく、村の若者たちが、枯れた椰子の葉を引きずって来た。  

車を燃やすつもり。マガプチてンは、  
「それは止めてください。ここで火を付けれたら、私の家も燃えて   

しま う」  
と止めさせた。そこで若者は石を拾ってきて、車に投げ付けて、メ  
チャクチャにして、さらにナイフでタイヤをブタヅタに切った。   

マガープチヤンは、  

「ここに杭を打って、若い椰子の芽の部分を巻き付けなさい」  
〔これはブグズで、謹も車に手を触れてはいけない印、これを忽断  

で取ると大事になる。これを犯したら殴られても しかたがない〕。  
夜遅く、若者がレッカー車を持って、章を取  にきた。しかし、  

起 
り
何
 
 
 

ブグズがあるので近寄れない。マガプチャ  

「これはヤップ・キャプの所長の革ですの  
ン
 
で
 
 

し
 
 

山
山
 
 
 

張
 
 

つ
 
 
 

か
 
 

と
 
 たい」  

「早く帰りなさい。この件ならばヤップ・キャブの上の人を連れて   

きなさい。私とその人と話をする」  

と、返した。   
翌日、ルモー村とルモン島からギリフ ィ ス村にブユル（謝罪の貝  

貨）が果た。二つの道で村長のケニメソの所に采た。マガプチヤン  

は皆の者を集めて、相談し、  

「幸は返すが、ヤッ70・キャブのN01、NO2とNO3の人を連   

れて来なきい。マガプチてンが話がある」  

という ことで、車を返却した。   

く事例5、ビルンの妻を盗んだ場合の制裁＞   

マガプチヤンが六歳の頃、オカウ村のオルオイがギリ フ ィ ス村に  

住んでいたが、オカウ村の村長の妻と密かに逢っていた。そこで、  

オカウ村のビルンはギリ フ ィ ス村の村長のヤットマンの処に話に来  
て［マカス（秘密の連絡）という］、あの男をオカウ村にょこ して  

く ださい、と依相Lた。ヤット マンはオルオイをごまかして、オカ  
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ウ村に使いにいかせた。村では若者、老人が集まっていて、女から  
詳しい話を聴取した。次にオルオイから話を聞く（7■7・シン）。  
途中で話を打ち切らせて、殴り、半死の状態にした。  テ

 
て
 
 

7
れ
 
 

を
・
り
 
 

男
殴
 
 

の
 
 

こ
 
 リ ュウ、ウラン、ギリフ ィスの女連が引き取りに行った。  

死にそうになった男を男達が引き取りに行くと喧嘩になる。  
［本来ならば、連盟（バーン）を異にするギリフ ィス村と才力ウ村  

の間には直接の回路はない。媒介となるテチェイ家にマカス（秘密  
の連絡回路）が来て、テチェイ家から村長のワラガエッチ家に話を  
伝える。人の妻を盗む紛争をルグン・エ・チョアイという］。  

く事例6a、6b、海をめぐる紛争＞   
a、昔、ギリ フ ィス村はルヌー村に侵略し、村の海と土地の半分  

を収奪した［カニ フユタ コ マル（戦争で取る）という］。こ  
れ以後、ル文一村の海は、ギリ71ス村が統括している。ルヌー村  
はスペイン時代より今まで家は2軒であるが、海を借りる時はぎリ  
フ ィ ス村のビルン（首長）にマテヤーフ（財貨）を出せば使用が許  
される。ニれをヨルンという［カンニン ガ ダイ（海を借りる）  
と表現される］。  

1975年 7月28日。ルヌー村の人が奴断でギリフ ィ ス村の海で魚を  
取っていて、捕まった。本来ならば、このような場合ポートと網を  
没収する。   

8月3日。この件でギリフ ィ ス村の集会所でプルイ（集会）が行わ  
れた。ギリフ ィ ス村の人は怒って、ルヌー村の土地を差押えするか、  
しないかといった話が話題になったが、ルヌー村に使いを出して  

議することにした。ギメンが使いとなって［オロボツ（糸が絡み  

う、紛争）のモロッグ（使い）という］、  

抗
合
 
 

「あの海は青からギ リフ ィ ス村の海ではなかったか。戦争  ギ
 
 

で
 
 

7
・
つ
 
り
ど
 
 

イ ス村が取り上げた海である。あなた達はどう考えますか、  

し ますか」  
と抗議に行った。それでルヌ・一村の人は、  
「本当はギリ フ ィ ス村の海です。私達が悪かった。海に行った途中   
で晩のおかずを取りに行ったのです。ギリフ ィ ス村に相談してい   
ったわけではありません。あなたがたの海です」  

も
り
 
 

改
ギ
 
 

2
 
 

て  と貝貨  
［昨日  

つ
 
 フ ィ ス村の人が使いに行ったのは余り よ くな  当

村
 
 

本
は
 
 

0
れ
 
 

い
 
こ
 
 
 

は丁テリ ュー村、イーン村、ルモー村の人を使いに出す。  
長ケニメソの屋敷についているル〆ン（声）である］。  
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b、1g88年に起こった紛争。ルヌー村の海は、昔ギリフィス村が  
戟争で収蔵Lた海で、イーン村の人が監視する、これが書からのL  
きたりである。ギリフ ィ ス村のギリトマン［村の最年長者、母がイ  
ーン村出身］は、私が海のビルンだと威張って、ルヌー村の若者に、  
ルヌー村の海で魚取りをした人を見つけたら、ポートを没収するょ  
うに、指示していた。   
ある時、マガーナチャンがマープ島に行って、ルヌー村の海でルオ  

ル漁をして、翌日網を回収している際に、ルヌー村の若者がきて、  
ポートを没収すると話した。この若者は警官で、マガプチヤンの妻  
（ベラワル）の姉妹の子供で、息子デフ丁ンのワッラグ（兄弟）に  
あたる。マガブナインは、  
「このヤレン（慣習・取り決め）は知らない、ギリフ イ：ス村のテニ   
チエイ家の人のボートを捕るヤレンは知らない。しかし、貴方が   
没収するならば、そ九でよい」  

とマープまで送らして、ポートを渡した。   
その後、マガプチヤンはギリトマンの処に行って、  

「私にはポートが四つもあり、ポートには困らない、デフ丁ンのワ   
ラ ッ グがポートに囲っているのならば、あげる」  

と話した。ギリトマンはボン［先の若者］の処にいって、マガプチ  
ャンのポート を帰すように話したが、ボンは聞かない。  
「貴方がそう しろといつたので、そのとうりにした」  
ギリト マンは、  
「ワラ ッグの父にこんなことはしてはいけない」  
と話して、このポートを持ってきて、 マガプチヤンに返して謝った．  
「ワラ ッ グの父にこんなことをして申しわけない」  
［ギリトマンが、昔のヤレン（取り決め）を勝手に反対にしている  

のである］。   
れ
 
0
 
 

・
り
 
い
 
 

挿
さ
 
 

を
だ
 
 

ト
 
′
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一
て
 
 

ポ
 
し
 
 

さらに、イーン村の人も  
「早く ポートを返すように  

た時、  

そう しないと、ギリト マ  

ンを殴る」  
と怒っていた。   
ルヌー村の海の件で、ギリトマンの言う こと、やっていることを、  

黙ってみていたギリ フ ィス、イーン村の人たちは、相手にしなくな  

った。この件は、ギリフ ィ ス村でのプルイ（会議）の席で、問題に  

なり、ギリ フ ィ ス村の人は黙っていたが、イーン村の人は、ギリト  

マンを殴るつもりであった。村長ケニメソはそれを押しとどめてい  

た。   
ギリトマンはその後、あちこちに泊まり歩いていたが、ついには、  
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姻戚の者にも相手にされす、姉妹の夫のドナチュレンと相談し、謝  
ることにした。夜にこつそりと、ケニメツの家に、貝貨4～5牧を  
バスケットに入れて持ってきて、謝罪した。ケニメツは、  
「その前に、ルヌー村にあるカヌーを、すく■にギリフ ィスに返しな   

さい」  
と命じ、ギリフ ィ ス村のポート  
せた。その後、ギIJフ ィ ス村で  

ン村1、マーブlを返却さ  イ
 
イ
 
 

レ
 
 
 

ヽ
 
ノ
 
 

2
プ
 
 
 

（会議）を開き、ギリトマン  

のプユルの話を披諾して、解決した。また、ルヌー村の人は、エン  
ジンのノヾ－－ツを盗んだことに対して別にプユルを出した。  
［本来ならば、ギリトマンを追い出して、屋敷の家を壊し、田畑を  

村の者に分ける。ヤッ7●ではヤレン（伝統的慣習、過去のビルン連  
の取り決め）に従って、社会関係が動いて行く。これらのヤレンは  
父から教授されるだけではなく、若い時から父や祖父と一緒にいて、  
村の集会、儀礼的交換や星敷での仕事を上 くやって、年長者の行動  
振舞い、話し方などを近くで観察することに上って身につけること  
ができる。父からヤレンを伝授されている「男」の発言は、公的な  
場で重視きれ、尊重きれる。逆に若い時に女を追いかけ回して父、  
祖父の側にいず、「父からの注意が足らない」男は、年を取って、  
村の長老になっても、表向きは村の長老として丁字に取り扱わ九て  
も、その男の行動、発言は批判され、尊重きれない。時に上っては、  
屋敷の「声」を全うできず、ヤレンを勝手に替えていろょうな男は、  
こんな男に屋敷の「声」を任すことができないと、星敷から追放き  
れることもあるという］。  

Ⅲ 紛争事例 その2＜下層民をめぐる紛争＞  

下層民（ミリ ンガイ）の村に対してアロウ層の村の特定の屋敷が  
統制権を保持し（スオン）している。ミリンガイの村は二～五戸の  
小部落で、海岸から離れた山間にあって、海を持っていない［例え  
ば、夕べラン村の下層民はウラン村の海で手綱の使用は許されず、  
サムス（先に曲がった樺）とプレス（毒草）の使用に限定さ九てい  
る］。ミリンガイの村に責任（スオン）または「声」が及ぷ屋敷は、  
彼らを庇護し、その生活に責任を持つ。これに対してミリンガイは  
スオン（統制者）の命令を受けて、道普請、屋根葺、葬式時の仕事、  
茎の管理、その他の雑用を行う。統制者が「頬」で、ミリ ンガイは  
「子供」とみなされている。   
下層民に対する態度をきいてみると、  
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「夕べラン村（下層民）の暑が、マガブナインの家にやって来る時  
は、家から少し磨れて座っている。こちらから「来なさい」と呼ば  
れて来て、姿勢を低く して要件を聞〈。古いバナナの繊維の曙巻を  
つけ、大きなバスケットを持って来る。今は、下層民の若者達は、  
洋服を着て、大きな音楽をかけて、車を乗り回す。皆、しゃくに触  
っていた。ついこの間には、折角修繕Lた夕べラン村の若者のセダ  
ンが、何者かに火を付けられて燃やされた。   
マガプチャンの父は、夕べラン村の者を二・三回呼んでも釆ない  

時は、．夕べラン村の者をみかんの樹にチェーンで縛り付け、椰子の  
菓の根本で殴った。   

ギリ フ ィ ス村のヤットマンニガ［マガブナてンの母の父］は、ミ  
リ ンガイが用事で呼んでも来ないと、人を使って、家に連れて来て、  
若者に対Lて、  
『あの者を椰子の樹に縛って下さい』  
と命じて、一晩中蚊の多い中に縛り付けて置いた。   
丁テリ ュウ村の人は、ヌムヌン村のミリ ンガイが、仕事をしない  

と、椰子のウブイ（新芽）を持って、村に行き、そ九で殴った」。   

＜事例7、下層民の喧嘩＞   
下層民は、その「頼」に当たる者が必要とする雑務を行うのであ  

るが、他方、「親」は「子供」に対して責任を持ち、庇護する存在  
である。   
ある時、タベラン村とムルー村の下層民同志が喧嘩した。ムルー  

村の人は自分のスオン（親）であるマキ村のミギニマルの処に采て、  
「私達はタベラン村の人と喧嘩した。謝罪に行って ください」  
と頼みに来た。そこで、ミギニマルが石貨と貝貨を持って、夕べラ  
ン村のスオン（頬ぅ であるマガプチャンの処にブユル（謝罪）に来  
た。この喧嘩は大分時間もたっていたので何もしなかった。   

く事例8、下層民の夕べラン村の若者がルモー村の婦人に悪戯した   
事件＞   

［ファニフ管区のウラン村は、裏山に位置して住んでいる下層民   
夕べラン村を統制している］。  
1g88年8月1日、ウラン村に関わる大きな事件が起こった。四日前、  

夕べラン村［最低位の下層民］の二人の若者が山に烏を打ちに行つ  
た。タビオルの山で、ルモー村のルカン7tコウ（村の根元の意で、  
中年の女）が畑で仕事ををしているのを見つけ、着物を顔に付け忍  
者のようにして、ピストルを突き付け、腰巻を脱ぐ上うに強要し、  
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ピストルの先に細いキュウリを付けて、悪戯をした。女はもう死ぬ  
かと思って、大声を張り上げて、逃げた。Lかし、蔓面をしていて  
も若者は同定できた。   
昨日、ルモー村では皆集まって、この件でブルイ（集会〕が関ら  

かれた。まず、ルモー村の村長が、ギリフ ィ ス村の村長ケニメソの  
処にきて、貝貨［シロ（失礼しますの意）という］を持って来て、  
「私たちは、これから夕べラン村の若者を摘まえて、苛める（制裁   
する）。私達のやることを、止めないでください。ニれをほって   
おくと、女たちは怖くて、畑に行けなく∴なり、食べ物に困ります」  

と訴えた。ケニメツは、  
「それでは好きなようにしなさい、ただL、二人の若者だけではな   
く、その母、養母、父も苛めなさい。しかし、この私の話は聞か   
なかったことにして下さい」  

と答えた。  
［昔はこの上うな事件は趣こらなかった。下層民は上層の者にいつ  
も頭をさげ．遠慮していた。下層民が上層の村の女に乱暴すること  
は、人を殺すのと同じで、最も悪いこととされている。伝統的な社  
会構成の秩序を覆すことになるだけではなく、下層の男がが上位の  
女に手を出すと厳しい制裁の対象となる。これをほっておくと、ウ  
ラン村や他の村の女にも手を出すことにもなるので、ケニノツは制  
裁することを、黙認したのである。また、こうした要請は内緒でく  
るもので、話を受けた方は、海かどこかにいつて、見て見ない振り  
をする。なを、下層民の夕べラン村の人を罰するには、同じ下層民  
のアイレチュ村の人に命じて、彼らに椰子の秦の青い茎元で殴らせ  
るのが伝統的制裁の仕方である〕。   
他方、ルモー村の若者は、ウラン村に来て、ギリルンに連絡して、  

夕べラン村に二人の若者を捜しに行き、 捕まえて、ルモー村に連九  
ていった。  

［夕べラン村のスオン（統制権を保持している者）はヤ∵げプチイン  
〈クエブ家〉、ギリルン くアブルゴク家〉、ギメン 〈フ ィチッチ家〉  
で、「子供」に当たる下層民が、このようなことをすると、ウラン  
村も悪い立場になる。本葉ならば、マガ■プチヤンかギリルンの他に  
きて、二人の若者を残す了承を求める（シロ）。もし、マガプチヤ  
ンの処に来たら、ギリルンにこつそりと知らせて、二人とも海か山  
に行って、見てみない振りをする］。   
ルモー村の若者は、二人の若者を村に連れていって、村の端で、  

利のあるみかんの樹の枝、柵子の葉の根本で三時間ほど、皆で一生  
懸命殴って、殴って、半死の状態で、終に放り出した。そして、ポ  
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リ スをl平んで、  

「この二人な連れていつて、カルブス（拘直所］に入れて下さい」  
と話した。ポリ スは二人を病院に連れて行った。   
他方、ル竜一村の人は、二人の若者の母、養母、父を接している  

［見つけるまで、捜L、見つけたら、裸にして、殴って、椰子酎に  
縛りつける］。   

さて、その前日（昨日）、ウラン村のギリルンとフヌオの処に、  
夕べラン村の若者の父がブユル（謝罪）を依頼にきた。それを受け  
たギリルンは、フヌオと一緒に、ルモー村にプユル（良貨）を持つ  
ていった。しかし、村長の家ではなく、姻戚の家に持っていって、  
とりなしを頼んだ。   

ギリルンとフヌオは、昨日のプユル（謝罪）のこともあるので、  
タクシーでルモ∵一村に出掛けた。着いたら、二人の若者は半死の状  
態で、路に転がっていた。怖くなって村に帰り、再びブユルを持っ  
て、ルモー村に再度出掛けた。結果は、  
「このヤール（良貨）を貴方の頭に打ちつけて、割ってしまう」  
と罵倒きれて、帰って来た。   

［このギリルンのブユル（謝罪）の仕方は聞達っている。この上  
うな事件を引き起こした下層民に対する謝罪を求めると、ウラン村  
の立場も悪くなる。また、ギノン、マガブナてンらの他の夕べラン  
村のスオン（親）と相談して決めるべきで、ギリルンだけで処理す  
べき事柄ではない。また、この間確は、星敷と屋敷の間層でなく、  
村と村の問題で、プユルの財貨は管区長のギリフ ィス村の首長を通  
じて、ルモー村の村長に持って行くのが正式の「道」である。姻戚  
関係の道では小さい。他方、夕べラン村の若者が殴られた後に、ウ  
ラン村はどう してもルモー村に謝罪しなくてはならない。ただし、  
ケニメツの意見では、  
「ルモー村たちはギリルンのプユルが村の中にあるのに、夕べラン   
村の若者を捜しにいったのはまずい。しかL、ギリ フ ィ ス村を経   
て、ブユルは行くべきであって、ギリルンのやり方は間違ってい   
る」］。   
その後、ルモー村に再度、ギリルンはプユルを持っていった。こ  

れに上り、父母の問題は収まるかも知れない。   
他方、ケニメツの考えを聞く と、  

「今はブユルは完了していないが、ルモー村とウラン村で決着Lた   
後に、ウラン村に話して、夕べラン村の家族を村から追い出す、   
つもりである」  

とのことであった。  
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＜事例9、下層民（ミリンガイ）が上層の村の海に無断で侵入し、   
魚を取った事件＞   
a、事件の概要。  

1988年 8月13日。ト ミル管区のマウェチという処に住んでいる下  

層民の若者が、ギリフィス村の海に侵入し、無断で亀と魚をとって  
いた。  

［このポートはそ丸まで何回もギーJフイスの海に侵入していた］。  
双眼鏡で見ていたギリフ ィス村の若者が、ポートを出して、捕まえ  
ょうとしたら、このポートは一度戻って、それから速度を上げて逃  
げてしまった。舶の持ち主は判っていた。そこで、若者達は、これ  
か トを捕らえ、乗っていた若者を掴めて  

来 
［
 
 

の上うなミリンガイがギリフ ィ ス村の海に不法に入ってきた時  
は，ポートを破壊し、乗っていた人を椰子の若い葉の根本で、何回  
も殴って、海に放り込むのが1貢習的な制裁である］。   
そこに帰国するど－スコープを送りに飛行場にいっていた村長ケ  

ニメツが、帰ってきた。ケニメソは若者に対Lて、  
「こういうことはギリフ ィ ス村の人が直接に手を出さない。アテリ   
ュウ村かルモー村の人を使いに出して、処理することになってい   
る。明日の朝、皆で相談することにしよう」  

と止めた。   
ところが、酔った若者たちはマクェチに行って、帰って く るポー  

トを待ち受け、乗っている若者を確かめにいった。帰ってきたポー  
トは、デポッチ村に逃げていってマングロー7●の中に姿を消してし  
まった。そこでギリフィ ス村の若者は、ポートの持ち主クマンの店  
に行って問い質した。タマンの母はデポッチ村の人で、父はヌムヌ  
ン村の人で、マウニチに店を出している。  
［デポッチ村を統括しているスオンは7■ゴール村とタブ村、ヌムヌ  
ン村のスオンは7デブェ村、丁テリ ユウ村とオカウ村である］。   
タマンに聞く と、  

「私が寝ている闇に、子供がポートに乗って行って、帰ってきたが、   
今はデポッチ村にいる」  

と話Lた。そこで、ギリ フ ィ ス村の若者は村に帰って来た。   
この間もなく後、午後八時にブゴール村のボン［80歳代の年長者］  

がブユル（謝罪の貝貨）を持って、マガプチてンの家を訪九た。退  
院して、すぐにタマンに頼まれて、来たのである。  
［もし、ギリ フ ィ ス村の若者がクマンの処に行かなかったならば、  
ミリ ンガイを苛めて、懲ら Lめることができた。その前にボンがブ  
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ユルをもって来てしまった。普通の村と村の間の紛争に関わるブユ  
ルであ九ば、こ九は通常の謝罪の仕方である。しかし、この上 うな  
下層民を助けるための謝罪は、慣習的には存在しなかった。自分が  
統括しているミリンガイが慣習に違反した場合、彼らが制詳を受け  
た後に、「親」に当たるスオンが謝罪をするのが通常の仕方なので  
あろ］。   

ボンは7■ゴール村のグッピン家とギリ フ ィス村のテチェイ家との  
闇の「道」で、謝罪にマガプチヤンの家を訪問したのである。連盟  
（バーン ）を異にするブゴール村長とギリフ ィス村長との闇には直  

接の回路はない。テチェイ家は二つの連盟を媒介する屋敷なのであ  
る。マガ7■チヤンはテチェイ家の責任者である。ボンはビール1ケ  
ースと貝貨2牧を持参した。   

マガプチヤンは夜であったが、ウイスキー1本追加して隣村のケ  
ニメツの家に行った。  
［ボンはラガニバゲル（村の若者頭の職能）の「道」で来たので、  
このブユルは断わることはできない。断ると、次にこちらの人間が  
慣習違反を起こした際に、ボンにブユルを持って行っても、ボンに  
知らない顔をされてしまう。それにブユルを寝かしておいて、ケニ  
メツに手渡す前に、なんらかの制裁が始まってしまったら、マガプ  

悪
 
 

場
 
 

立
 
 

くなる。だから、このような場合遅滞なく処理す  チ  
る  
知  

の
が
 
い
 
 

ン
 
と
な
 
 

†
 
こ
 
ら
 
 
 

肝要なのである。また、処理を怠ると、ヤレン（慣習）を  
人に屋敷のルケン（声）を任すことができないと、ボンが  

ブゴ㌧－ル村の人を集めて、マガプチヤンの家を壊し、追い出し、ウ  

ラン村の人と相談し、別の人を立てることも可能なのである］。   
さて、マガプチヤンは隣のギリフ ィ ス村に行って、ケニメソの家  

を訪れて、ボンのプユルの話をして、明日のプルイの下相談をした  

［ケニメツとマガプチヤンは兄弟］。ケニメソが最初プユルの話を  

して、後は黙っている。ひとが色々と下層民を苛める意見をいうで  

あろうが、ケニメソは人に言わせて、最後に、あの意見は良い、こ  

の意見は良くないと、判断して、締めく くる段取りを採ることにし  

た。   
翌日［8月14日］、マガプチヤンはギ■jフ ィス村に行ったが、な  

にも言わない。先の段取りの上うにプルイ（集会）が進行した。  

「昔ならばこのような事件は超こらなかった。ミリ ンガイはビルン   

に遠慮して、頭をきげていた」  
「今はポリ スがいるので、何かが起これば訴えればよいと考えてい   

る」  
「ここではつきりときせて置かないと、勝手なことが止まらない」  
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などの意見がでた。   

マガプチヤンは先に帰って、ギリフ ィス村の人たちの決定の報告  
がもたらされるのをを自宅で待つ。昼前に、ヤネックとブゴイが返  
事を伝えにきた。結果は、  
「ボンのブユルは受け取って、今回はポートにも人にも何もしない0   

しかし、今後は、ヌムヌン村とデポッチ村の人は、アテ■jユウ村   
からルヌー村道のギリフィス管区の海に来てはいけない。自分の   
ボートでも他人のポートに乗ってでもだめである。もし、見つけ   
たら、ギリフィス村がアテリュウ村かルモーの村の者に命じて、   
ポートを壊して、乗っていた人をできるだけ殴って、海に叩き込   
L・」  

という ことであった。   
このギリフ ィス村の人が、帰った後、丁デブ二村のクマグとガラ  

ガ毛ウが良貨1枚持って、謝罪に来た。クマグとガラガモウの夫は  
兄弟でヌムヌン村のスオンである。クマンが二人の処にきて、   

「ブユルを持ウていって下さい」  
と指みにきたからである。タマ〆は、  
「このブユルの遥はやったことはない」  
と話した。昔ならば、このようなことをしたミリンガイは殴つ  
から追い出すのが慣例であった。殴られてから、プユルが行く  
通常なのである。マガケチャンは、  
「判っていて、なぜ来たのですか、どの道で来たのですか」  
と尋ねた。クマグは黙っていた。ガラガモクは、  
「貴方が私たちのマタム（父）になっているので釆たのです」  
と話した。  

村
が
 
 

て
の
 
 
 

この道は屋敷と屋敷の間の小さい「道」である。マガプチヤンは、  
ギリ フ ィス村の決めたことを話して、  
「帰ったらよ く ヌムヌン村の人に話して下さい」  
と話した。そして、  
「ギリ フ ィ ス村はもう了承しているので、このブユルはいりません   
ので、持って帰って下さい」  

と話した。二人は、  
「ケニメツは、いつも私たちの面倒を見てくれておりますので、受   
け取って、持って行って下さい」  

と答えて、帰って行った。  

b、ブユルの会談   
この後、三時にボンが、咋日の返事を受取りに来た。始め三十分  
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程は、自分の抱えているト ミールでの訴訟の話をしてから、奉唱に  

はいる。以下は、ボンとマガプチサンの会話である。ヤップでの相  

談は、まず、訪問者が要件を話す。受けては黙って要件を聞いて、  
返事をする。会話はほとんどが直接話法で語ら九る。マガプチヤン  

の家のコクリートのベランダに二人が対座し、若者、子供が車座に  

なって、煎り匪んで、二人の相談を、黙って聴く。   

ボン ニ 今からの譜は、クマンの処にいつて聞いた、クマンが調べた   

こととクマンのポートの乗った子供たちの話です。クマンの話だ   

と、   
「ゴロク村の子供が、クマンの子供の所に来て、  

『明日、私が来ますからポートの支度しておいてくだきい。ガ  

ソリ ンは私が買ってきます。貴方は亀をとるのが上手なので、  

一緒にいきまし上 う』  
と依頼にきた」   

とのことで・す。   
［これはボンが話を複雑にして、魚取りに来たのはゴロク村の人   

に依頼された為である、という方向に話を持っていこうとしてい   

るのである］。   
「ポ∵一卜がギリフ ィス村の海にいた時、ギリフ ィ ス村のボートが  

来たので、逃げていったが、また戻って来たのは、ポートを早  

く走らせたので戦闘帽が海に落ちたので、それを拾って、逃げ  

たためです。ギリ フ ィ ス村のボートが遅いから悪戯Lて、そん  

なことをしたのではない」。  
亀取りの相談しにきた子供の母はラマルであるが、クマンはこ   

の若者に  
『お母さんの処に行って話して下さい。私のポートが出ていっ  

たのは、貴方のためで出ていったのです』   

と話した。  

マガプチ十ン：それは大間遠いです。ドボン（魚取りを頼む）に行   

く人は海の持っている人、それから鳥取りの道具を持っている人   
にです。ヌムヌン村には海はない。ヌムヌン村の人に魚取りを頼   

む人は、このヤップ中で詰もいない。  

ボン：それはそう です。  
この子供の母ラマルの父はデファンで、ケニヂムとテナグのキ   

ョウダイです。この父がいなくなり、ラマルはドニ「－ル村のクマ   

グフ ィクの子供になった。そこで大きくなってルゴーデ（娘）に   

なり、マガルフェルの妻になった。ラマルは離 婚して、次のラ  
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ガマン［丁デブェ村］の他に様にいった。ラマル は以前はモノオ  
ル家［ウルル管区の大酋長］に住んでいたフルウ が世話した。  
マガプチャン：モノオル家のことはわかります。  
ボン：ニのラマルはガファクとク■ルレと一緒に住んでいた。  
マガプチYン：その時はそこでなく、ドゴール村のクマダフイ タの   
処に来て住んでいた。  

ボン：それから、ラベイという若者の妻となって、昔ラナドブルと   
いつた処にきて住んでいた。  

マガブヤン：ヤキバ〔ここは日本時代焼き場であった】。  
ボン：そこにこの女の家、それからメイモクの家もあった。私もそ   

こに一度行ったことがある。行ってみるとラガマンの住んでいる   
処があった。それからメイモクは鶏を飼って、卵を遭って、同じ   
処に家を建てていた。  

［註］ボンの諸に出ていたラマルのこと。  
ドゴール村のクマダフイタはゴロク村の女カブイを妻にし、  

娘カベテナクとフラログを産んだ。ラマルはゴロク村のデフ  
アンの娘で、父がいなくなって後、モノオル家のフルーが面  
倒をみていた。その後、ゴロク村で面倒をみろ人が居なくな  
りて、カペテナクの処に転がり込で来て、クマグシタが面倒  
を見ていた。  
［ボンはモノオル家のガ7クと住んでいたというが、ニ九は  
時期的に合わないコ。  

ラマルの最初の夫は、アテリ ーウ村のマガルフ イル。ある  
時、ヤ∵ガルフ ヤルiまブイ魚を2バ久ケット短いで、クマグフ  
ィ タの処にいった。家の近く きたら、戸口に寝ていたラマル  
の秘所を、クマグフ 仁タが舐めていた。そ九で、そのままブ  
イ魚を担いで、ドゴール村に行って、女と離婚した。その後、  
ラマルはラベイの妻になって、子供を多くつく った。その一  
人が、マウ ェチに魚を依頼にいつたのである。  
［ボンがラマル、つまりマウェチの若者に魚取i」を依頼に来  
た若者の母のことをく どくど述べているのは、母のラインを  
重視するヤップの通常の話し方である。個人を同定するに当  
たって、ひとの母のルーツを詳らかにしていく。ただし、こ  
の場合はボンがゴロク村とギリ フ ィ ス村を対決させ上うと意  
図しているのである］。   

マガプチサン：そこに住んでいる子供が、クマンの処に魚取りを頼  
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みにいったのですか。  
ボン：そうです。ホネックというダポッチ村の人が、タマンの子供   
の他にきて、   
「r一緒の行って、亀をとって、それを売ってお金を貰いまし⊥  

う」  
と相んだ。このホネックがガソリンを買って持ってきたのです」  
私はしゃく きわった。自分は家に居てなにもしないで、人の子   

供を騙して、ギリフィ ス村の海に行かせて、問題を起こLた。も   
う少しで殺すところであった。  

咋日の晩、ここに来て［マガブヤンの処にブユルを持ってきた。   
貝貨2放とど－ル1ケースを持参］、帰り路にマウニチに寄って   

タマンに話した。   
「（マガプサンが言ったのは）  

rプユルはギリ フィス村に持っていく。しかし、貴方に返事を  
する話はない。明日、貴方が来た時に、私がギリフ ィス村の  

ビルン連の言ったことを、返事する』  
今、貴方の子供に頼んで、私をドゴ㌧一ル村まで送ってください。  
明日、三時節に迎えに来てください」  
今日、ト ミルから来る途中、クマンに会った。彼が話すには、   

「ゴロク村のラナドブルにいる子供の母ラマルに話しました。  
『あなた、なんとかして助けて下さい』  
ラ マルかい うのは、  

『私がゴロク村のルエボンに話した。けれどもルエボンに話し  
た時、酒に酔っていたので、ルエボンがしてくれるかどうか  
判らない』  

という返事でした」   
「それなら、上ろしい、私が行って、マガプチヤンのに会ってく  
る。しかし、昔ならば年寄りの言うことが通りました。しかし、  
今は反対になっています。若者たちは自分のしたいことをする」   
ト ミルにもそういうギディ ンマの問題がでています。カグイ村   

のギディ ンマがレフェ ック（ア7村）の娘と結婚して、娘は自分   
の家にいた。ギディンマはよ く亀をとる人で、亀を捕まえては持   
ってくる。ギディンマは其処に住んで、自分の子供たち（妻の兄   
の子供たち）と仲良く Lていた。レフェ ックの息子はヌワンで、   
コングレスになり、カニ7村の女を妻にして、子供を沢山つく っ   
て、皆ここの家に住んでいる。   
［スワンとギディンマがレフェックの家を遣り、ギデインマ、は   
ヌワンの死後、彼の子供の父となって一緒に住んでいた］。  
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しかし、ドゴール村の人でもないのに威張っているギディ ンマ  

を、村の若者は追い出そうとした。それで（ギディンマは  ブ
 
つ
 
つ
 
 
つ
返
 
 

夕
持
浅
 
い
 

）
を
 
、
○
て
ず
 
 

村のビルン・リマス家に住んでいるギリトマンに、ブユ  

ていった［村から追い出さ九、自分達がカダイ村に帰る  

た子供たちが困るので、とりなしてください、と頼んだ   
そこでギリトマンは、ブゴール村の若者にブユルを持  

ル
 
と
］
 
っ
 
 

た。ところがブゴール村の若者は、このブユルを受け取ら  

して、  

「どうLてもその人を追い出Lて下きい」   

とギリトマンに話した。ギリトマンは、   

「上ろLい。そう したら私は別の道は知らない。この（ブユルの）  

道だけは知っています。（ブユルを受け取るのが）いやならば、  

ギディ ンマを追い出すことにします。そしたら も う しかたがな  
い。ヤップ全体でここに（リマス家）にブユルが来たら、どん  

なことでも受け入れることになっている。今、プゴール村の若  

者に出した私のブユルは断られた。彼を追い出すことにするの  

はしかたがない。上ろしい。しかし、私はこれまで貴方たちの  

ょうな話は聞いたことはない。けれども、私の母から受け継い  

だ屋敷ですので、私の考えは間違いないと思う。私は何も知ら  
ない。貴方たちがト ミルで上のビルンになっている。村の人に  

話してください。一つは貴方たちブゴール村とタブ村の人は、  

手を海水で洗っていけない［海に入ってはいけない］。それか  

ら貴方たちの山は私の山になる。山に誰も入ってはいけない。  
プゴール村とタブ村にいつも政府のひとが砂を採掘しにくるが、  

その砂の代金、魚取りのこと、それから山は、私の物になる。  

これからは私が勝手にします」  
［ヤップで最高の屋敷に来たブユルは断ることはできない。この道  

を無視されたギリトマンが怒っているのである］。   

今、タブ村の方からギリトマンの処にブユルが来ています。今は  

受け取ったかどうかはわからない。ギディンマがギリトマンに話し  

ているのは、  

「このことはわかりませんが、あなた  大さな迷惑をかけますの  
で、これから私と子供たちは、荷物を皆もってカダイ村に帰り  
ます」。   

きて、昨日のブユルの返事を受け取って、先方に伝えます。  
マガプチヤン：有り難う。私が歩いてきたのではない。御苦労さん。  
貴方が帰った後、ギリフ ィ ス村に行  うとしたら、大雨が降って  

きたので、すこし待って、雨は小さ くなった時に出ていったが、  
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もう夜中になっていた。私がケエノツの他に着いて、起こして話  

を したら、ケニ メツは、  

「わかりました。貴方は帰ってください。この村のひとは沓酔っ   

て、寝ていますから。今起こしても、皆酔っているので、何も   

できない。帰って、明日の朝起きたら、又釆てください」。   

それから貴方が帰った後、家の中に入ってウイスキーを1本出  

してきて、貴方の持ってきたど－ルと貝貨を一緒にして持って行  

きま した。ケニメツほ、  

「わかった。そ九（ブユル）はそのまま置いてください。私も少   

し酔っています」  
それで私は戻ってきま した。  

［このときマガプ十ンとケニメソと明日のブルイ（集会）の段取  

りを相談をLた。始めにケニメツが、プユルの話をしたら、後は  

黙っている。人に言いたい意見を発言させて、最後に、ケニメツ  

がこの意見はょい、あの意見はだめ、とまとめることにした］。   

帰って寝て、翌日の朝、起きてギリ フ ィ ス村に行った。着いた  

ら皆の人が集まっていた。間曙をまだ判っていないひともいます  

ので、皆を呼んできて、話をした。彼らの言ったのは、  

「皆で集まって相談L、それからボートに乗っていた人を苛めて、   
そのポートは壊す。ギリフ ィス村の人が行くのではなく、ルヌ   

ーとアテリ ュウ村の者両方か、どちらか一つの村が行くかは判   

らないが、彼らが行く。ギリ ワ イ ス村の人は、ノヒだガラガモウ   

とクマグと貴方（問題をおこし ミリ ンガイのスオン）に話をす   

る。   
『貴方の子供（ミリ ンガイ）のヌムヌン村、ダポッチ村に、勝  

手のことをします』  
ウ村かルモー村の両方か、どちらかを頼んで、  それから  

その子供  
海をペナ  

ユ
て
 
ア
 
 

リ
 
し
 
ク
 
 

テ
洩
［
 
 

ア
 
を
ケ
 
 
 

苛
イ
 
 

める。貴方の子供たちが、ギIjフィス村の  
（不浄）の者が何度も海にきて魚をとりに   

きて、魚もいなくなり、入ってこなくなった］にしたので、ミ   
リンガイの「親」たちに話をして、知らせてから、我々が好き   
なょ うに処理する」   
ギリフ ィス村の人が内緒できて、貴方たちの耳に明かして、そ  

九から、子供たち、ヌムヌン村、ダポッチ村のひとの屠る処を摸  
す。何処に逃げても見つける。貴方たちの処にいって、耳に入れ  
て、帰ってきて、貴方たち三人のミリ ンガイを捜しだす。  
「又ムヌン村、ダポッチ村の人とがどの上うにして魚をとるかは、   
ギリ7 イ ス村の人は知っている。丁デブ二村、丁テ■メェウ村の  
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マングローブの根本を捜して、自分のおかずを見つける。それ  
からエイ（干潟）の処に行くには、丁テリュウ村か丁デブェ村  
のひとが魚取りに行く時に、一緒に付いていく。ヌムヌン村の  
人だけで勝手に海にいく ことはできない、このこともギリ フ ィ  
ス村の人は分かつている。彼らには自分の海はない、魚取りの  
道具もない。このギリフィス村の海の中の私達の魚は、いつも  
スムスン村のポートがあちこち行ったり来たりして、寝る時間  
もない。ギリフィス村のビルンが勝手たことをしますので、貴  
方たちビルンは知らない薮をしてください」  
けれども、貴方が来ましたので、ギリフ ィス村のひとたちは貴   

方に遠慮して、ブゴール村、アブ村、ベツムル村の子供たち（ミ  
リ ンガイ）に関わるこの間題はもう終わりますも 彼らか言うのは、   
「その子供たちを殺さない、またニポート も壊さない。今度ボンが  
釆たら上く詰て下さい」。  

ボン：有り難う、私の間違いでした。  
マガプチサン：「ボンが判るようによ く話してください。その子供  

たちはちうこのギリ フ ィ ス村管区の海に入って釆てはいけない。  
自分のポートだけでなく、別のポートやカヌーに乗って、この  
海を通ってもいけない。もし、このようなことが起こったら、  
すみませんが貴方は目（顔）を出さないで下きい。私たちのや  
りたいことをしますので」。  

ボン：そのようにします。帰ったら、クマンの子供たち全部に、貴   
方の言った通りに話をします。今度このようなことになったら、   
私は絶対に出てこない。  

マガプチヤン：私たちを意く思わないでください。私達の（ブユル）   
の道はこのまま変わらない上うにしてください。私達にも悪い子   
供がおりますから、その上うな時に、この道はまだ立派にあって、   
ブユルを貴方に待って行く。有り難う。それから、帰ったら子供   
によ く話して下さい。子供達はあまりにも欲張りで、自分たちの   
すること、行くところ、話をすること何も知らないから、貴方が   
行ってよ く話Lてください。  

それから、ギリ7†ス村の人が帰ったあと、タマタとガラガマ   
ウか来て、ブユルに貝貨1つ持ってきてこの話をLた。それで私   
は貴方に話したギリフ ィ ス村の返事を伝えた。   
「ビルンたちが宜しいといっていもので、このヤールは返します」   
と話した。そしたら、   
「ニの二人のヤールはもう貴方のものです。ケニメソは心配して  
よ く してくれま したので、このヤールを持っていつてください」  
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と言っていました。   

［夕べラン村の若者が忍者の恰好をして、ル毛∵一村の女に着物を   

脱ぎなさい、と脅かした事件を話して］、  
その時にギリ フ ィ ス村の人たちの言っていったのは、   

「命はとらないが、できるだけ殴って下さい」   

ということであった。その後でまた、スムスン村の子供たちがギ   

リ フ ィス村の海に侵入した。丁テリ ュウ村からルヌー村までの海   

には、ヌムヌン村とデポッチ村の者は、自分のボートでも、人の   

ボートに便乗してでも入ってはいけない。もし、今度見つけたら、   

その人の命をとる。  
ボン：私はギリ フ ィ ス村の人の言っていることを話します。  

マガブ十ン：ブユルは受取りました。本当の道できたブユルは必ず   

受けます。反対の道でプユルが来るとまた問題が起きます。  

ボン：子供達（下層民）によ く話します。  
マガブヤン：ギリ フ ィス村の人がミリンガイを追い出すのではなく、   

このようなことは決まっていて、アテリ ユウ村かルモー村、ある   

いは両方の村の人を使って、何処までも残して、見つけて苛める。  

ボン：こ九から、アデブェ村のクマグとガラガモクの処にいって、   

自分の訴訟事件を相談する。裁判所から来た書類にはルアマウの   

名前が書いてあるので、二人にルアマウの処にいって名前を削っ   

て も ら うつも りです。   

［ボンはガラガモウの父になっており、ガラガモクの娘がルアマ   

ウの妻になっている。この道で、子供が父に当たる人を訴えるの   

はおかしい。ボンは本当のことをいって一審では勝った。今は相   

手が二審に告訴している］。  

マガブヤン：先に貴方が話した、ゴロク村の人がマエッチに人の亀   

乗りを依槽Lた話は、間違いですク ヤップ中のものは皆知ってい   

る。魚を頼みにいく相手は、海を持っている人、魚取りの道具を   
持っている人に頼む。マエッチの人の海はどこにある？。このミ   

り ンガイ も魚を依相した人も、父、母、祖父、祖母の注意を聞い   
ていない。魚を俵指した人はゴロク村の人ではない。もLゴロク   

村の人であるならば、魚を依頼する村はどこか、ちゃんと決まっ   
ているのを知っているはずです。知らないでマエッチの他にいつ   

た。 こ九は間違いです。  

ボン：それはそうです。しかし、クマグが本当のことを言っている   

か、私を ごまかしているか、私にはわからない。  

マガナイン：ヤップ島の中で、どこにもプルチェ、ウルンのひとで   

デポッチ村やヌムヌン村に亀取りを頼みにいく馬鹿はいない。そ  
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れは大間速いです。  

［ここで、話が終わった  

の実とガブイ（ぴんろう  
ガブイの葉をむしりなが  

ガブナ十ンは、ボンにぴんろう樹  

と
 
 

で
実
］
 
 

の
の
ら
 
 
 

一緒に噛む胡椒科の薫）を進呈した。  

ボン：ここと7テリ ュウ村のガブイは美味しい。  

マガプチヤン：だけど、まるいガブイはあまり美味し くた  少
小
 
 

し
さ
植
 
 
 

い。  

細長いそういうガブイが良い。日の当たる処のガブイ   葉
 
 

十
ム
 
 
 

くて細長い。そのガブイです。まるい葉のガブイは家の回りに  

えないで、山の方に植える。遠くに行く時はそれを持っていく。   

細長いガブイは美味しいが、撞からとって束ねてしまうと、明日   

か明後日になると、お湯をかけたように萎れてしまう。  

マガプチヤン：アテリ1ウ村とルモー村の人は、山の中でも犬のよ   

うに跡をつけて捜す。  
ボン：（にが笑い）  

マガブヤン：貴方は難しい立場にいる。暫く してまた子供達がこの   

ようなことをすると、子供達ばかIjでなく、ボン、タマグ、ガラ   

ガマウの処に∴ ギリフ ィ ス村が向かつてく る。だから、悪いこと  

をした子供が出たら、追い出して くださ  

ボン：では、帰り ます。  

マガブヤン：アデブェで貴方の訴訟の相談もあります。：遅くならな   
い方がよい。貴方が年寄りで、本当なら私たち若いものが、出向   

く処ですが、貴方のような年寄りがここにきてくれた。有り難う。  

ボンは、待たせておいた車で帰る。マガプチサンは丁重に送る。  

Ⅳ 紛争を防止し、伝統的関係を再認する   

く事例10、ト ミル管区とフ7ニフ管区の集会＞  

1g83年11月26日。ト ミルの集会所にてフ丁ニ7管区とト ミル管区  

・ウギリ管区の若者たちのプルイ（集会）があった。この集会に先  

だって、以下のような間曙が発生Lていた。   

ルモー村の若者がヌムギり（ヤップの南部）の若者が殴り込みを  

掛けてくるとのことで、ト ミル管区の管区長ロホ∵マンの処に助けを  

求めに来た。ロボマンはト ミル管区の若者・老人を連れて、一晩中  

待機していた。しかし、ポリ スが、ブゴール村の処でヌムギリの連  

中を追い返した。この迷惑に関して、ギリフ ィス村の村長ケニメソ  
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とルモー村の老人連がロボマンの処に謝罪にいった。  
［この援助の要請は伝統的慣習からみ九ば正しくない。ルモー村と  
ト ミル管区の闇には、伝統的回路がない。ルモー村の人が勝手にし  
たことである］。   

そ丸からしばら く経て、ルモー村の若者が、ある夜、享に乗って  
ト ミル管区に行って騒いで、ト ミル管区で捕まったが、フ丁ニフ管  
区の人であったので、許さ九た。［ファニフのギリフ ィス村とト ミ  
ルのタブ村の間には伝統的な回路があり、ダオツ（カヌーの腕木）  
の関係とよばれる］。  

なことの謝罪に、ケニメツはプユル（謝罪の貝貨）を持  
ル管区に行ったところ、ロボマンは、  

この 上  
参してト  
「この上うなことがないょうに、フ丁ニフ管区の若者とト ミル管区   

の若者に、昔のヤレン（伝統的慣習）を聞かせるょうにしまし上   

う」  
と提案した。   

ト ミル管区のタブ村とフ丁ニフ管区のギ リフ ィ ス村は伝統的に同  
じ連盟（バーン ・ビルン）のプルチェの村で大きた回路でつながっ  

ている。本来ならばト ミル管区の人がギリ フ ィス村に来るのが順序  

であるが、今回はギリフ ィス村の若者たちが、ト ミル管区に行って、  

を
ギ
リ
 
 

顔
［
ギ
 
 

合わせることにした。  

フ ィ ス村とタブ村の本来の「道」（伝統的な回路）に従えば、  

フ ィス村の村長がタブ村に行って話Lをする。タブ村の人が、  

その後でト ミル管区の人に話しをする］。   

今回は、この伝統に従ってファニフ管区とト ミル管区の闇の若者  

の交流の集会を催すことにしたのである。さらにウギリ管区も入れ  

た。  
［これも問題、ノヾ■－－ンビルン連盟の集まりに、′ヾ－－ンバゲル連盟の  

ウギリの人が入って来るのは伝統的慣習ではない］。   

11時 ファニフ管区の村の男たちは全て、ルモー村に集合した。  

各村は各々ビール2ケース、コーラ2ケース、ヤール3枚、酒2本  

を持ってきた。集めた品物を一緒にして、  

ヤ㌧－ル・ニ・ヨルパ（貝貨）  9枚  

ヤール・ニ・シロイ（貝貨）  7牧  

ヤール・ニ・ガプチャイ（貝貨）16枚  

酒  2 2本  
ビ∴－ル  2 4 ケー・ス  

コーラ  5 ケース   



を、集めて、ト ミル管区に持っていく。   
2時 ルモー村から別にど一ル3ケース、酒10本が提供された。  

「自分たちのためにフ7ニ7管区の人が集まってくれた。こ九はそ   
のための柵子の実の替わりです」  

と出したのである。少L飲んで、車を連ねて、ト ミル管区の新しい  
ペパイ（集会所）に出向く。  

3時 ト ミル管区のペパイ（集会所）に着く。ト ミル管区とウギ  
リ管区の人達は、ペパイのトプグル側に座って待っていた。皆ペパ  
イに入って座る。まず、次の上うな貝貨のやり取りが行わ九る。  
1 ルカン（ト ミルのメルル村の長老）がヤール1枚を出す。これ   

を「プ7シン」［   

る為の貝貨の意］  
2  これを受けて、  

をきかない。初めて口を開け  ま
・
つ
 
メ
 
 

丸
い
 
こ
 
 

そ
と
ケ
 
 

で
 
 

ほ  

ほ、   

貝貨1枚をタブ村のビルンヘ出す。「シロ」（失礼しますの意）  

という。  

良貨1枚をト ミルのヌグ（綱の意で、管区のこと）への「シロ」  

を出す。  

ンが集まって居る前で話しをするので、最初に貝貨を  督
し
す
 
 

［
出
拶
 
 

ビ
「
コ
枚
 
 

の
て
る
1
 
 

ル
 
シ
 
 
 

」という、つまり、失礼して誇をします、と普に挨  

をト ミル管区のサギス（先祖霊）のために出して、口上   貝貨  
する。   
「私が話しに来たのは、自分たちと子供たちの為である。（サギ  
スに対して）このブユルが変わらないようにして下さい。こ九  

からは子供たちが喧嘩しないで、兄弟のようになります」  

このようにケニメソが貝貨3牧を出し、ついでフ7ニフ管区で   

集めた貝貨2バスケットを、黙って出す［これはヤガゲン（一緒   
にする）という］。この貝貨2枚はタブ村の首長ギリトマン、貝   

貨1枚はト ミル管区長ロボマンが授受した。  

3  ケニメツの3枚の貝貨に対して、ト ミル管区の人がタバンギン   

（交換）する。ルカンが貝貨3放出して、   
「貴方が話した通りに、子供たち、さらに子供が大きくなってそ  

の子供が出来ても、貴方のいう通りにプルイ（相談）は続きま  

す］。   

この貝貨のヤガゲンに2ノヾ：スケットの貝貨が付く。きらに貝貨を  

ト ミル管区の人達がギリ フ ィ ス村に行くのが 、当たり前  
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ですが、私たちのところは、★方たちも知っている上うに、マ  

ケレツプな（よ くない）ところです。雨が降ったら泊まる処が  

ない。ウエヌグゴム（許してください）、シロ：ブメス（失礼し  

ます）」  
4 ついで集めておいたビンロウ樹の実を示して、その話Lをする。   

「私達は困っている。貴方たちも知っている上うに、私たちは人  

間も多く、何もかもあった。しかし、今は子供ばかりで数も少  

ない。何もない。ただマテルバ（手に持つもの、土産）のビン  

ロウ樹の実がある。だが、数が少なくて、普には当たらない。  

ブムオン（男、年長者）だけで分けて、食べて下さい」  

これの返礼に、ケニメツがフ丁ニ7管区がら集めて持ってきた   

ど－ルと酒の話しをする。   
「カヌーが小さいので、柵子の実を多く乗せられない。またぎリ  

7ウ（むいて紐でく く った椰子）もある」  

ト ミル管区の長老ボンが、   

「ギリ フウはアイスボックスに入っている」   
と、解説する［椰子の実はピ∴一ル、ギリ フウは冷えたどールをさ   

す］。  

これに対してト ミル管区から、ビールと酒に対するク′ヾンギン   

（交換）をする。貝貨を出して、   
「ガゲイ」［椰子の実を剥くノヾ：スケットに入っている棒をさす言   

葉、ト ミル管区ではガウというが、77ニ7管区の言葉を使用し   

た］   

という。さらに、贈与する石貨の話をして、   

「ngath’」（砥石、ナイフを出して、砥石で研いで、椰子酒を作  

るの意）   

という。  

［ギり 7ウ、ガゲイいずれもビール、酒をさす。スタルーとも  

う。これはスペイン時代酒のコルクを抜く スクリ ュウのこと。  

に人が集まった時は、椰子の実とびんろう樹の実を献上する。  

近は椰子の実の代わりにど∴一ルを集めて差し出すことが流行つ  
いる］。  

い
村
長
て
 
 
 

このやりとりの後、  
「若者たちはベナウンに行って、外で一緒に呑んで、皆の顔が判る   

よ うにLて く ださい」   

若者たちは外に移って、飲む。そこでフ丁エフ管区アテリュウ村  

の著者マガフェルニチキが、集会をリードして、  
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「あなた連、おじいさん遠の話したこと判りましたか」  

ト ミル管区の若者が答えて、  
「私たちのどルン、マダム（父）たちが私たちの為にマナーーフ（   

財貨）を出して、ビンロウ耐を集めて、7丁ニフの人がここまで   

持って来て呉れた。こ九は私たちと貴方たちのためである」  

「僕らと貴方たち、そして自分らの子供の為である。これから私た   
ちは兄弟と同じょうになって、一緒にプルイ（相談）する。これ   

が私たちマタムの話しであろ。貴方たちが大きくなって、ビン（   

妻）を貰って子供ができても、このブルイは継続していく」  

普大きな声で歓声をあげ、ト ミル管区の若者が答える。  
「この中に入っていない人もいる。帰ったら督にょく話してくださ   

い」。  

皆大きな声を出す。   

5 終わってから、ケニメツは貝貨2枚を出して、   

「ファギッチ」［別れの意味でト ミル管区のビルンの為にお礼す   

る］。   

ト ミル管区も貝貨一つでお返して、   

「フ 丁ギッチ」   
きらに、大きな酒（ホワイトホース）2本出して、   

「ありがとう、貴方たちはこれから帰る。貴方たちの村（ト ミル  

管区のこと、貴方たちビルンが村に来て、この村のものを分け  

るので、貴方達の村になるの意］には何もない。私たちは囲っ  

ている。この酒をマテルバ（手に持つもの）にして帰って下さ  

い」   
［この酒の1本はウギリ管区に出すのがよい。しかし、ロボマン  

がケニメツに、「全部持って帰りなさい」と話した］。  

ケニメツは貝貨2牧をウギリ管区のビルンにフ丁ギッチする。   

ウギリの長老ビトマックが、   

「ありがと う、また会いまし 上う」   

と、貝貨1放出す。  

6時 ルモー村に帰って、返礼の貝貨を10村に3枚づつ分ける。  

貰った石貨の話しを、ケニメツが話す。若者も答えて、  

「これはギリ フ ィ ス村の物にLて下さい」   

ビール3ケース、酒をのんで、 7時ごろ解散した。  
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V 伝統的解決と近代法との狭間   

＜事例11、ル竜一村の事件＞   
数年前のこと。3人の若者がルモー村でスピードを出して捕まり、  

殴られて、車は壊された。この件で車の持ち主が裁判所に告訴した。  
3000ドルから始まって最後に8000ドルの賠旗を要求した。この件は  
原告が勝って、ギリフ ィス管区は3000ドル払う上うに裁判所から命  
令された。管区長のケニメソは、  
「ギリフ ィ ス管区が3000ドル安払うのであるならば、ウギリの貴方   
の家族、父・母の関係者はギリフ ィ ス管区に入ってはいけない」  

と宣告した。そこで、原告の父は、  
「この告訴は取りやめましょ う。もし、3000ドル貰ったら、私達の   
子供は学校にもいけなくなる」  

と告訴を取り下げた。   
伝統的権威、特に管区の土地に対する管理権と近代の法律との対  

立を示す事件である。   

＜事例12、ルアマウの息子の事件＞  
1988年 8月27日、アデブ二村の踊りが終わった夜。アテリュウ村  

のボンの息子、ウエロイ村出身で町に大きなスーパー・マーケット  
を経営しているルアマウの息子を含めた数人の若者が、あちらこち  
らで放ろ歩いて、最後にト ミル管区のタブ村に集まって、村の娘に  
ち上つかいを出した。それで、居合わせたタフ■村のサラガンが、  
「おまえ連7テリ ュウー村やウエロイ村の人が、夜にタブ村［ヤッ   
プ島で最高位の村）に来て、女を禎すとは、何ごとか」  

と注意した。それで、ル7マウの息子とボンの息子がサラガンを酷  
く殴って、全治一週間の怪我を負わせた。  
［ドルチック（3位の村）の若者がヤップ島第l位のタブ村に女を  
接しに来て、その上その村の男を殴った行為は、一番悪いこととさ  
れる］。   

8月28日  で
し
 
 

件
捜
 
 

の
を
 
 

ル管区の若者が集まって集会を開き、車  こ
 
 

に乗って、島中  て、二人の若者を見つけて、捕まえることに  

決めた。二人の若者はポリスが捕まえて、警察の拘置所に収容した。  
8月30日。二人の若者の父親ルアマウとボンをト ミル管区に連れ  

て行く ことにした。ボンは町で量にY C A（ヤップ共同組合）の店  
先で、ト ミルの若者に浦まえられて、車に乗せてト ミル管区に連れ  
て行かれた。ルアマウは店の事拐所で仕事をしている所に、若者が  
来て連行しようとした。ルアマウはポリ スに電話をかけて、もう一  
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人の息子と一緒に主に乗った。ルアマウを乗せた車の後を、警察の  
車が付いて行った。村の手前で、ト ミルの若者達は警察の室を止め  

た。  
「貴方は何をしにきましたか。★方連はこれから先に入ってはいけ   
ない。二人の若者が村のポリス（殴られたサラガンのこと）に対   
してやったことを、貴方達は見たのですか。貴方達ポリスは早く   
情りなさい」  

と追い返した。また、アメリカ人の弁護士が、  
「この上うな乱暴をしてはいけない」  
と止めょうとしたが、  
「この間確は貴方達丁メリカの人が出てくることではない。早く帰   
りなさい」  

と追い返した。   
さて、ト ミルの人たちは、ルアマウとボンを村に連れて行って、  

「貴方達の息子が悪いことをするのは、貴方達のしつけが足らない   
からです」  

と注意して、ペパイ（集会所）の柱に二人とルアマウの息子を縛り  
付けて、殴った。ルアマウは、  
「自分は病気ですので、酷いことをしないで下さい。私の替わりに   
息子を取って下さい」  

と訴えた。その後、ルアマウとボンに対して、  
「これこれの大きさの石貨と貝貨を出しなさい。そうしないと貴方   
の村ウエロイ村を壊す」  

と話した。   
ルアマウは、翌日会議の予定があるといってグアムに行った。そ  

して、 9月18日に拘置所に入っている二人の子供をト ミル管区に連  
れて行って、注意して、制裁を加える予定になっている。   

この後、ルアマウの姉を妻とするト ミル管区長のロボマンがブユ  
ルを出し、ルアマウも措定された石貨を提出した。これで一応の決  
着を見ると思わ九るが、ト ミル側はルアマウの出した石貨では不十  
分で、関係した若者の数の四つの石貨をだせ、と言っている。しか  
し、これは通常は一つの石貨で、この種の事件は解決するものであ  
るので、説得できる見通しである。  

この事件をきつかけとして、現在、ヤップのヤレン（伝統的慣習）  
を文章化する動きが、若い世代の弁護士、警官から出ている。彼ら  
のヒヤリングに出席した、フ7ニ7管区長であるケニメツによると、  
「ヤップのヤレン（伝統的慣習）を文章化サることはできない。村  
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と村の闇には伝統的に位階があって、同じ位の村の闇の紛争、位   
の異なる相聞の紛争、下層民の村に関わる紛争など、そ九ぞれブ   
ユルの仕方、制裁の方法、処理の仕方は異なっている。これを文   
章化すると、上層民と下層民は同格の扱いになってしまう。これ   
はヤップの伝統的慣習と異なる。伝統的1貫習を維持して行こうと   
する青森の精神にもそぐわない」   
アメリカ式に平等を尊重する若い世代とヤップのヤレン（伝統的  

慣習）を維持しようとする老人との闇の確執である。ケニメツは、  
「今の若者はアメリカ式にしたい上うであるので、私が死んだらど   
うなるか」  

と語っている。  

第二次世界大戦後、長ら く米国施政権下の国際連合信託統治領で  
あったヤッ7■島［1980年 g月 959世帯、5144人居住］も197g年 5月  
発効の新憲法の下でミクロネシア連邦（Federated States of  
Ⅱicronesia）の一州として、ポーンペイ、ト ラック、コスラエと共  
に連邦国家を形成している。ミクロネシア連邦は1986年に米国と自  
由連合の関係を結び、政治的自立の道を歩み始めた。ここでは伝統  
的固有文化を上く尊重され維持され、伝統的紛争解決法が生きてい  
る。しかし、ビルンや長老の威信低下、若い世代との確執、米国型  
価値観の浸透などの流れは今後ますます増加していくであろう。  
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